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里川文化塾
詳細はHPで公開しています。

http://www.mizu.gr.jp/bunkajuku/

里山や里海だけではなく、暮らしとかかわるすべての水循環の経路
を私たちのセンターでは「里川」と呼んでいます。いろいろな里川を
発見しその価値を身近に感じたい！　ということで、2011年度から
スタートした〈里川文化塾〉。「水の郷・日野を歩く～用水路を活かし
たまちづくり～」（11月10日）と「船でゆく荒川～人工水路と暮らし
の接点」（12月6日）のご報告です。

第10回里川文化塾　船でゆく荒川～人工水路と暮らしの接点～
会期：2012年12月6日（木）10：00～17：00

会場：amoa（アモア）ホール／国土交通省巡視船「あらかわ号」

プログラムリーダー：山畑泰子さん／市川倫也さん ともに編集者

講師：宮村忠さん 関東学院大学名誉教授、ものつくり大学大学院特別客員教授

ナビゲーター：富田好明さん NPO法人北区地域情報化推進協議会理事

ナビゲーター：鴨川慎さん 国土交通省荒川下流河川事務所地域連携課長

ナビゲーター：太田裕史さん 国土交通省荒川下流河川事務所地域連携係長

岩淵水門（東京都北区）から隅田川と分かれ
て東京湾に注ぐ荒川放水路は、度重なる東京下
町の洪水被害を解消するために1930年（昭和5）
に完成した人工河川です。かつて洪水常襲地だ
った岩淵水門周辺を歩いたあと、荒川知水資料
館及び、岩淵水門周辺の施設を見学。全長22km
の荒川放水路を船で往復しながら宮村忠さんの
お話をうかがいました。水の脅威と恵みがとも
にあった地域で、水害や地震への備えや自然環
境保全などに荒川放水路が果たしている役割は
何か、流域の暮らしといかにかかわっているか
について学びました。

第9回里川文化塾　水の郷・日野を歩く～用水路を活かしたまちづくり～
会期：2012年11月10日（土）10：00～17：00

会場：【午前】七生福祉センター／【午後】落川交流センター（ともに東京都日野市）

プログラムリーダー：山畑泰子さん／市川倫也さん ともに編集者

講師：長野浩子さん／石渡雄士さん ともに法政大学エコ地域デザイン研究所研究員

講師： 高木秀樹さん 日野市環境共生部緑と清流課水路清流係

ゲスト：土方フミさん 地元生産農家／佐藤美千代さん 市民団体「まちの生ごみ活かし隊」代表

フィールドワークガイド：荒川四郎さん／小松妙子さん

多摩川と浅川の水に恵ま

れた東京都日野市は、都心

から西へ35km。用水路が縦

横に巡る豊かな田園と近代

的な都市空間が共存する日

野市では、市民・研究者・

行政が連携しながら、用水

路を活かしたまちづくりを

進めています。民学官連携

によるまちおこしのポイン

トや、これから都市型農業

用水が生き残っていくため

のヒントを、フィールドワ

ークと座学で探りました。

14月15日（金）「野川を歩く～都市河川を考える～」
15月11日（土）「演習林で学ぶ『森と水』」
17月21日（日）「野草探しから草木染め＆がさがさ体験」
19月21日（金）「大久保長安が築いた八王子の町と水」
10月21日（金）「雨水」
11月21日（金）「越前和紙と現代の木版画」

2013年は、以下の里川文化塾を準備中です。詳細はHPでお知らせしています。
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■水の文化44号予告

特集「水族館」（仮）

新世代型水族館が大人気。日本人はなぜそん

なに水族館が好きなのでしょうか。知られざ

る水族館の実態に迫り、その秘密を探ります。

『水の文化』に関する情報をお寄せください
本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水とのかかわり」に焦点
を当てた活動や調査・研究などを紹介していきます。
ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる地域に根差し
た調査や研究などの情報がありましたら、自薦・他薦を問いませんので、
事務局まで情報をお寄せください。

ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください
http://www.mizu.gr.jp/

水の文化 バックナンバーをホームページで
本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。
すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用ください。

里川文化塾レポート詳細版は、ホームページで
里川文化塾のレポート詳細版は、参加できなかった方も楽しめる内容です。
今年度の企画についても、詳細は順次ホームページでご案内します。ご注目
ください。
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◆
山
形
は
食
を
通
じ
て
大
好
き
に
な
っ
た
土
地
。
幸
せ
を
感
じ
る
「
食
」
を

体
験
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
今
が
あ
る
の
は
、
多
く
の
先
人
の
方
々
の
努
力
・
継

承
で
あ
る
と
知
り
、
感
謝
で
す
。
歴
史
的
に
も
意
味
深
い
土
地
で
あ
り
、「
見

る
・
食
べ
る
・
学
ぶ
」
た
め
に
、
是
非
再
訪
し
た
い
も
の
で
す
。（
宮
）

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
表
明
か
ら
、
日
本
の
農
業
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、

独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
を
強
固
に
し
て
頑
張
っ
て
い
る
庄
内
地
域
の
よ
う
な
所
も
あ

る
。
ヒ
ト
や
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
は
移
動
で
き
て
も
、
そ
の
エ
リ
ア
の
産
物
が
留

ま
れ
る
よ
う
な
支
持
や
共
鳴
を
獲
得
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思

う
の
だ
が
…
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◆
私
の
中
で
「
庄
内
」
と
い
う
と
藤
澤
周
平
の
描
く
海
坂
藩
。
作
品
群
で
描

か
れ
る
人
智
に
長
け
て
真
面
目
で
堅
実
な
気
質
は
、
現
在
も
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
の
を
感
じ
た
。
日
本
の
農
業
に
元
気
が
な
い
と
言
わ
れ
る
現
在
、
そ

の
柔
軟
性
で
現
状
を
打
破
す
る
原
動
力
と
な
っ
て
ほ
し
い
。（
松
）

◆
庄
内
に
友
人
が
何
人
も
い
ま
す
。
子
供
の
こ
ろ
か
ら
住
ん
で
い
る
友
人
、

お
嫁
さ
ん
の
出
身
地
に
移
り
住
ん
だ
友
人
。
そ
の
誰
も
が
異
口
同
音
に
庄
内
の

自
然
や
人
柄
や
農
産
物
や
食
文
化
な
ど
に
つ
い
て
自
信
た
っ
ぷ
り
に
自
慢
を
し

ま
す
。
今
回
そ
の
理
由
が
少
し
わ
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。（
ゆ
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◆
現
代
の
日
本
で
は
、
自
分
が
暮
ら
す
土
地
や
そ
の
特
産
物
に
愛
着
や
誇
り

を
持
つ
こ
と
は
、
実
は
な
か
な
か
難
し
い
。
多
く
の
人
が
、
そ
れ
を
持
ち
続
け

て
い
る
庄
内
は
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
実
感
し
た
。
先
人
達
の
苦
労
が
偲
ば

れ
る
話
も
多
か
っ
た
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
そ
の
苦
労
は
「
生
き
が
い
」
で
あ

っ
た
の
だ
と
思
う
。（
原
）

◆
三
方
を
険
し
い
山
に
囲
ま
れ
西
は
海
。
交
通
網
が
整
備
さ
れ
た
現
在
で
も

陸
路
で
庄
内
に
行
く
の
は
困
難
だ
。
そ
ん
な
地
理
条
件
で
は
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
的
な

発
展
を
し
そ
う
だ
が
、
一
味
違
っ
た
気
質
の
庄
内
人
。
他
に
も
通
用
す
る
モ
ノ

づ
く
り
を
し
、
更
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
凄
い
。（
力
）

◆
砂
丘
沿
い
の
防
風
林
と
、
道
路
に
沿
っ
て
延
々
続
く
地
吹
雪
よ
け
フ
ェ
ン

ス
が
印
象
的
な
庄
内
の
風
景
。
風
が
強
く
て
苦
労
が
多
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
つ

つ
、
だ
だ
茶
豆
畑
の
向
こ
う
に
目
を
や
る
と
、
風
力
発
電
の
風
車
が
す
ご
い
勢

い
で
回
っ
て
い
る
。
庄
内
で
生
き
る
人
々
の
強
さ
を
見
た
気
が
し
た
。（
麻
）

◆
子
ど
も
の
こ
ろ
、
母
の
三
面
鏡
を
覗
く
と
自
分
の
顔
が
ど
ん
ど
ん
小
さ
く

な
り
な
が
ら
続
い
て
い
る
の
が
見
え
た
。
今
号
で
種
に
つ
い
て
考
え
た
と
き
、

こ
の
と
き
の
経
験
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。
今
「
在
る
」
こ
と
は
、
D
N
A
が
延
々

と
連
な
る
こ
と
と
同
義
語
だ
。
種
を
守
る
大
切
さ
を
思
い
起
こ
し
た
い
。（
賀
）
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